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市
広
報
や
ぶ
　
月
号
で
「
平
成
　
年
度
決
算
報
告
」
を
掲
載
し

１０

２１

て
お
り
ま
し
た
が
、
歳
入
・
歳
出
の
円
グ
ラ
フ
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、「
平
成
　
年
度
決
算
報
告
」
を
再
度
掲
載
し
、

２１

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。　
　

て
、残
り
の
３
億
１
，６
２
５
万
円
は
平
成

　
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

２２　　　　
市
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
「
地
方
交
付
税
」、
借
金
で
あ
る
「
市

債
」
な
ど
「
依
存
財
源
」
が
　
・
０
％
を
占

７５

め
て
お
り
、
非
常
に
足
腰
の
弱
い
財
政
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

は
、　
億
２
，０
６
０
万
円
で
歳
入
全
体
の

２６

　
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度

１２

２０

に
比
べ
、
１
億
８
，３
２
８
万
円
の
減
額

（
６
・
５
％
の
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
経
済
対
策
や
定
額
給
付
金

な
ど
の
大
型
事
業
の
た
め「
国
庫
支
出
金
」

は
、　
億
３
，５
２
１
万
円
の
増
額
（
１
８

１７

９
・
７
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　　　
過
去
の
借
入
金
の
返
済
金
で
あ
る
「
公

一
般
会
計
決
算

平平成成

２２１１年年度度

一般会計　歳入
217億2,442万円

【市税】

26億2,060万円（12.1％）
→皆さんに納めていただいた
　市民税、固定資産税など

【繰入金】

9億6,006万円（4.4％）
→市の貯金「基金」から
　繰り入れたお金

【その他】

18億6,032万円（8.5％）
→使用料及び手数料、
　繰越金など

【地方交付税】

101億5,640万円（46.8％）
→市の財政力に応じて国から
　交付されるお金

【市債】

17億9,357万円（8.3％）
→市が事業を行うために
　借り入れたお金

【県支出金】

10億9,263万円（5.0％）
→市が行う事業に対する
　県からの補助金など

【国庫支出金】

26億4,980万円（12.2％）
→市が行う事業に対する
　国からの補助金など

【地方譲与税・交付金】

5億9,104万円（2.7％）
→国、県が税金として徴収
　し、市町村に譲与、交付
　するお金

自主財源 25.0％

依存財源 75.0％

国や県から交付されるお金や
借入金（市債）など

養父市が自主的に収入するこ
とができるお金

決
算
報
告

決
算
報
告

債
費
」
が
全
体
の
　
・
４
％
を
占
め
て
最
も

２２

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
後

年
度
の
公
債
費
負
担
を
少
し
で
も
軽
減
さ

せ
、
財
政
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に
実
施

し
た
８
億
７
，
３
３
２
万
円
の
繰
上
償
還

（
返
済
期
限
の
き
て
い
な
い
借
金
を
任
意

で
返
済
す
る
こ
と
）
も
含
ん
で
い
ま
す
。

　
次
い
で
、
福
祉
医
療
、
児
童
・
障
害
者
・

高
齢
者
福
祉
な
ど
の
経
費
で
あ
る
「
民
生

費
」、
小
・
中
学
校
の
学
校
教
育
や
公
民
館

等
、
社
会
教
育
な
ど
の
経
費
で
あ
る
「
教

育
費
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
教
育
費
は
昨

年
に
比
べ
　
億
６
，０
４
８
万
円
増
額

１０

（
　
・
１
％
の
増
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

５９
こ
れ
は
、
八
鹿
青
渓
中
学
校
の
建
設
や
市

内
小
中
学
校
の
耐
震
診
断
や
耐
震
化
工
事

に
よ
る
も
の
で
す
。
　

　　
特
別
会
計
は
、
一
般
会
計
と
は
別
に
経

理
を
行
う
会
計
の
こ
と
で
す
。
養
父
市
で

は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険

特
別
会
計
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
特
別
会
計
な
ど
８
会
計
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
度
は
、
全
て

２１

 歳
　
入

歳入総額 ２１７億２，４４２万円

市
税
歳
入
は
、

           １
億
８
，
３
２
８
万
円
の
減

ト
ッ
プ
は

 借
入
金
返
済
の
た
め
の
「
公
債
費
」

 歳
　
出

特
別
会
計
決
算

　
平
成
　
年
度
の
歳
入
合
計
は
、
２
１
７

２１

億
２
，４
４
２
万
円
、歳
出
合
計
は
２
０
９

億
８
１
７
万
円
と
な
り
、
平
成
　
年
度
に

２０

比
べ
、歳
入
で
　
億
２
，９
６
９
万
円
の
増

１４

額
（
７
・
０
％
の
増
）、
歳
出
で
　
億
３
，４

１３

４
９
万
円
の
増
額
（
６
・
８
％
の
増
）
と
な

り
、差
引
き
８
億
１
，６
２
５
万
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
、
５
億
円
を
基
金
に
積
み
立
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際
ス
キ
ー
場
事
業
、
農
業
共
済
事
業
の
３

企
業
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。
平
成
　
年
２１

度
は
、
農
業
共
済
事
業
は
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
が
、
水
道
事
業
は
、
八
鹿
ダ
ム

の
建
設
仮
勘
定
１
，０
６
６
万
円
を
特
別

損
失
処
理
し
た
た
め
赤
字
決
算
と
な
り
、

氷
ノ
山
国
際
ス
キ
ー
場
事
業
も
雪
不
足
等

に
よ
り
、
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

②

★会計別決算額
差し引き歳　　出歳　　入

８億１，６２５万円２０９億８１７万円２１７億２，４４２万円一 般 会 計

７，５２４万円 ２７億８，９８２万円２８億６，５０６万円事 業 勘 定
国
 民
 健
 康
 保
 険

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

０万円５，１０１万円　　５，１０１万円建屋診療所施設勘定

０万円１ 億２，８０８万円１ 億２，８０８万円大屋診療所施設勘定

０万円４，１１９万円４，１１９万円大屋歯科診療所施設勘定

０万円９，９２１万円９，９２１万円出合診療所施設勘定

２，０５８万円９，５６０万円１億１，６１８万円大谷診療所施設勘定

０万円５，１５１万円５，１５１万円養 父 歯 科 診 療 所

２２万円２，１４６万円２，１６８万円老 人 保 健

１２万円３億５，０８８万円３億５，１００万円後 期 高 齢 者 医 療

１，６８４万円３１億５，３５３万円３１億７，０３７万円介 護 保 険

０万円８，５３１万円８，５３１万円住宅新築資金等貸付事業

６８万円１３億９，６０５万円１３億９，６７３万円簡 易 水 道 事 業

２４８万円１７億８，１４８万円１７億８，３９６万円下 水 道 事 業

１１，６１６万円１００億４，５１３万円１０１億６，１２９万円計 （ 特 別 会 計 ）

歳出総額 ２０９億８１７万円

一般会計　歳出
209億817万円

【公債費】

46億8,479万円（22.4％）
→過去の借入金の返済に
　かかる経費

【民生費】

34億7,966万円（16.6％）
→福祉、医療、児童・障害者・
　高齢者福祉などの経費

【衛生費】

21億6,103万円（10.3％）
→ごみ処理や検診事業、
　八鹿病院負担金などの経費

【土木費】

18億5,984万円（8.9％）
→道路整備、道路管理、
　市営住宅管理などの経費

【総務費】

28億4,645万円（13.6％）
→庁舎や市有財産の管理
　などの経費

【教育費】

28億5,530万円（13.7％）
→学校の整備・運営、社会
　教育推進のための経費

【農林水産業費】

9億1,888万円（4.4％）
→農林業の振興などの経費

【消防費】

6億4,508万円（3.1％）
→消防団・防災などの経費

【議会費】

1億3,010万円（0.6％）
→議会運営などの経費

【その他】

13億2,704万円（6.4％）
→基金積立、商工費など

の
特
別
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

を
支
出（
大
谷
診
療
所
施
設
勘
定
を
除
く
）

し
て
、
黒
字
決
算
と
し
て
い
ま
す
。

　
企
業
会
計
は
、
独
立
採
算
制
を
原
則
と

し
、
企
業
的
特
徴
の
強
い
事
業
を
行
う
場

合
に
設
置
す
る
特
別
会
計
の
こ
と
で
す
。

　
養
父
市
で
は
、
水
道
事
業
、
氷
ノ
山
国

企
業
会
計
決
算

市民１人あたりに使ったお金

差し引き支　　出収　　入

▲４５６万円２億２，０２９万円２億１，５７３万円収益的収支
水 道 事 業

企
  業
  会
  計

▲１億２，３８２万円２億６，５８２万円１億４，２００万円資本的収支

▲３，６８５万円１億７４万円６，３８９万円収益的収支氷ノ山国際

スキー場事業 ▲４０９万円４，４１６万円４，００７万円資本的収支

２５６万円１億４，１３８万円１億４，３９４万円収益的収支農業共済事業

▲１億６，６７６万円７億７，２３９万円６億５６３万円計 （ 企 業 会 計 ）

土木木費費

６７，５７２６７，５７２円円

３３，３８５３３，３８５円円

農林水産業費

平
成
　
年
度
　
決
算
報
告

２１

特
 集

１７０，２０８円

公債費 民生費

１２６，４２３１２６，４２３円円

教育費

１０３，７３８１０３，７３８円円 １０３，４１７１０３，４１７円円

総務費

７８，５１４７８，５１４円円

衛生費

消防費

２３，４３７２３，４３７円円

４８，２４８，２１１３３円円

その他

４，７２７４，７２７円円

議会費

７５９，６３４円
※平成２１年度末
人口で計算
（２７，５２４人）


